
平
成
二
十
二
年
五
月
十
一
日
受
領

答

弁

第

四

二

八

号

内
閣
衆
質
一
七
四
第
四
二
八
号

平
成
二
十
二
年
五
月
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

鳩

山

由

紀

夫

衆

議

院

議

長

横

路

孝

弘

殿

衆
議
院
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員
鈴
木
宗
男
君
提
出
検
察
庁
に
よ
る
定
例
記
者
会
見
の
開
放
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す

る
。



衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
検
察
庁
に
よ
る
定
例
記
者
会
見
の
開
放
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
か
ら
三
ま
で
に
つ
い
て

検
察
当
局
に
お
い
て
は
、
記
者
会
見
の
在
り
方
に
つ
い
て
継
続
的
に
検
討
し
て
き
た
と
こ
ろ
、
各
検
察
庁
が
実
施
す
る
記

者
会
見
に
つ
い
て
、
司
法
記
者
ク
ラ
ブ
等
の
記
者
ク
ラ
ブ
に
所
属
し
て
い
な
い
記
者
に
つ
い
て
も
、
各
検
察
庁
の
実
情
に
応

じ
て
、
そ
の
参
加
を
認
め
る
こ
と
と
し
、
最
高
検
察
庁
に
お
い
て
、
そ
の
旨
発
表
し
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

四
か
ら
六
ま
で
に
つ
い
て

検
察
の
活
動
内
容
は
、
基
本
的
に
は
、
公
開
の
法
廷
に
お
け
る
主
張
や
立
証
を
通
じ
て
公
に
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
検
察
当
局
に
お
い
て
は
、
記
者
会
見
の
際
の
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
に
よ
る
撮
影
の
可
否
等
に
つ
い
て
は
、
刑
事
訴
訟
法

（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
第
四
十
七
条
の
趣
旨
を
踏
ま
え
て
、
個
別
の
事
案
ご
と
に
判
断
す
る
も
の
と
承
知

し
て
お
り
、
先
の
答
弁
書
（
平
成
二
十
一
年
四
月
二
十
四
日
内
閣
衆
質
一
七
一
第
三
一
三
号
）
五
に
つ
い
て
及
び
先
の
答
弁

書
（
平
成
二
十
二
年
二
月
十
九
日
内
閣
衆
質
一
七
四
第
九
七
号
）
十
二
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
記
者
会
見
を
行
う
際

に
、
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
を
入
れ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
対
応
に
問
題
が
あ
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。


